緊急事態時の対応手順 （例）


	△
	改訂内容
	改訂理由
	　　
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　

指示











報告





報告





＜緊急連絡ﾙｰﾄ＞





社長　　


氏名                   


TEL：　　　　　　





環境管理責任者　　　　  　　（不在時）副環境管理責任者　


氏名                                氏名                         


TEL：                            TEｌ：                          





対社外の窓口部門長　


　　　　　　　　　　氏名             


TEL：                     　　　


　　　　　　　　　　　　


　





報告





発見者又は報告を受けたもの





＜緊急時の処置手順＞





         緊急事態





＜公害＞


・環境汚染物質が社外へ流出又はその恐れのある場合


    　油を運搬中に転倒させ側溝に流出


      設備の異常処置に１Ｈ以上要し工程外へ流出の恐れ有り


＜火災＞


・消火器以上の対応が必要な火災


 　　　　 水蒸気爆発､漏電による出火､溶剤滞留時の静電気爆発等


＜災害（ケガ）＞


・縫合､手術等専門的治療が必要なケガ


       　機械の巻き込み･はさまれ、各種化学物質による中毒等





緊急事態防止のポイント








日常点検表に基づき漏れ、安全装置等の点検を実施


少量の液漏れは、すぐにふき取り設備を修理させる


設備の不安全状態と作業の不安全行為は見逃さない


環境保全､安全、防災の教育と訓練・５Ｓを徹底させる


（緊急連絡ルート､緊急機材の場所、使用方法等）





＜所轄官庁等＞


所轄官庁等�
ＴＥＬ�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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報告








【公害】









































【火災】


火災の発生した設備の停止


消火器、消火栓による初期消火


（初期消火での対応が困難になった場合 → 避難）





【災害】


被災者の状況確認


応急手当（消毒、止血等）


（応急手当で対応ができない場合）


救急病院へ搬送（必要に応じて救急車手配）








※夜間・休日時についても当緊急連絡ﾙｰﾄを活用





緊急機材リスト


場所�
緊急機材�
保管数量�
�
①�
土嚢袋�
１０枚�
�
�
ひしゃく�
１本�
�
�
バケツ�
１個�
�
�
スコップ�
１本�
�
�
吸着マット�
1セット�
�
�
�
�
�
②�
吸着マット�
1セット�
�
�
ウエス�
適量枚数�
�
�
�
�
�
　③　�
吸着マット�
1セット�
�
�
�
�
�
　④�
ウエス�
適量枚数�
�
�
�
�
�






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ

















所属上司











環境管理事務局 (担当者)


　　　　　　氏名                    


TEL：                           











指示





責任者�
所属長�
担 当�
�












�
�
�
�






･発生日時


･場所


･発生状況


･被害の程度





工場





水質





水質以外





環境上の緊急連絡ルートで記載


するポイント事項





緊急時の処置手順に基づき所轄官庁への報告を判断・指示





(工程内)





(工程外)





報告は上記ﾙｰﾄを原則(状況により臨機応変に関係者に連絡)





工程外





工場外





�
発生源拡大の防止�
社外流出拡大の防止※2


（環境管理責任者へ報告,指示で下記実施)�
�
�
  設備異常  ※1


        


1.異常設備の停止


2.流出個所の流出防止


バルブを閉める 


せきをして止める 等





 １Ｈ以上経過し工程外


 流出の恐れがある場合


 →社外流出拡大防止�
�
1.発生源確認(発生源拡大防止)


2.緊急機材で流出物のせきとめ,


  回収（排出口）


  ・土嚢をつむ 


  ・吸着マットを敷く  等�
�
�
�
�
1.流出範囲を確認し、緊急機材


  で流出物のせきとめ・回収


2.工程外の緊急処置も合わせ


  実施�
�
�
1.異常設備の停止�
�
�
１：設備に異常処置要領がある場合は、要領に沿って処置を実施


2：個別の緊急処置要領がある場合は、要領に沿って処置を実施





空調室





排水処理





①





②





重油ﾀﾝｸ











雨水分離槽





③





ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ





大声で


助けを呼ぶ








これは例です。


配置図上で､緊急機材の置場等を


明記しておく








緊急連絡ルート作成上で記載


してほしい事項








環境上の緊急連絡ルートで記載


するポイント事項





④





別紙６








